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とともに徐々にその枠組みを広げていく 3（小林 1997: 56-64）。 
1990 年代になると、記録を残すことを目的とするのではなく、年祝いや定年退職を機に、
人生をふりかえることを動機とする自分史の出版が増加する（小林 1997: 126-128）。また、








など、多様なかたちで自らの人生を表現するものが生まれている 6（小林 2017: 493）。ま
                                                   




ティとしても機能した（小林 1997: 126-128, 163）。 
4 インターネット検索エンジンである Google での「自分史 出版」の検索結果は約
12,200,000 件、「自分史 作成」は約 11,900,000 件である。また本研究で自分史としてあ
つかう対象ではないが自分史の執筆を代行するサービスおよびそれへの関心も高いのか、
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2013 年から 2017 年まで、東京を起点として全国で開催された。 
9 日本自分史センターが刊行する『自分史作品集』などがある。『自分史作品集』の刊行は
日本自分史センターの発足にともなう記念事業として始まった。初年である平成 12 年

























史はもつ（小林 2017; 杉座 2017; 菅沼 1998, 1999）。これに対して、記録し残すこと、
伝えることを動機とする自分史は、「自らの経験を『伝えたい』という強い動機」（川又  
1999: 11）のもとに書かれるものであり、「ふりかえる」自分史よりも子や孫、未来の読者
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家族が自分史を書き、出版することもある。とくに 88 歳のトーカチの祝い、97 歳のカジ





いでいる（島袋 2018; 本村 2016 など）。 




意味合いが大きい（那覇市企画部市史編集室 1979: 620-625）。 
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自分史同好会は、月に 1 回、土曜日の午後に N 市の高齢者福祉施設である老人憩の家の














































































                                                   
20 沖縄では旧暦 1 月 16 日をグソーヌソーグヮチ（後生の正月）とし、墓参りし、ごちそ
うを備え祝う慣習がある（那覇市企画部市史編集室 1979: 515-556; 名嘉真 2008: 182）。 
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3-3. S さん（80 代・女性） 
S さんは戦前から N 市内に居住し、2010 年で 81 歳になる。夫とは死別しており、2009
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